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G-7ホールディングスについて
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会社概要

会 社 名 　株式会社G-7ホールディングス（G-7HOLDINGS INC.）

設 立

資 本 金

従 業 員 数

株 式

代 表 者

本 社

　グループ会社の経営戦略・管理・運営等を行う持株会社事 業 内 容

　連結　5,163名（2019年3月末現在）

　17億8570万円

　1976年（昭和51年）6月18日

　東証1部上場（証券コード：7508）

　オートバックス、業務スーパーなどの事業を行う

　神戸市須磨区弥栄台3丁目1－6

　金田　達三（かねだ　たつみ）
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社名の由来

社名の「7（セブン）」は、創業地への敬
意や幸運の象徴です。
創業者 木下 守が、1975年に兵庫県加古
川市の「セブンボール」という名のボー
リング場の駐車場で、カー用品の販売を
開始。土地をお借りしたボーリング場の
「セブンボール」と「ラッキーセブン」
にあやかりました。わたしたちの「原
点」を標（しる）す数字です。

「G」という総称は、わたしたちが目標とする「企
業集団」をあらわす姿。

国内外へ「グローバル」に成長する、「ガッツ」
あふれる、活力に満ちる「グループ」を意味します。

創業者 名誉会長
木下 守



1975年10月 加古川セブンボール駐車場に「オートセブン加古川店」を開店。

1976年6月 現取締役名誉会長　木下守が自動車部品・用品を販売する「キノシタ商事株式会社」を設立。

1976年7月 ３店舗目をオートバックス大久保店をＦＣ１号店として開店。以降、他店舗展開を図る 。

1985年6月 創業１０周年。加古川市に本社ビルが完成。売上高26億円、経常利益0.7億円、11拠点。

1995年4月 商号を「株式会社オートセブン」に変更。

1996年8月 大阪証券取引所市場第二部に株式を上場

2000年3月 本社を神戸市須磨区に移転。

９月 千葉県に連結子会社「キノシタオート株式会社」設立。

2001年5月 東京証券取引所市場第二部に株式を上場

2002年4月 子会社株式会社サンセブンを設立、株式会社神戸物産とFC契約を締結し「業務スーパー」事業を展開

9月 東京証券取引所・大阪証券取引所市場第一部に指定

2006年4月 G-7グループ各事業会社を支配・管理する持株会社の「株式会社G-7ホールディングス」に組織・商号変更

2009年12月 M&Aにより農産物直売所「めぐみの郷」を店舗展開する㈱めぐみのさとを買収。アグリ事業に参入
6

会社沿革 1975～2009

オートバックス加古川店

オートバックス大久保店

旧本社ビル（加古川市） 上場時初値
（大阪証券取引所）



2011年3月 シンガポールに東南アジアの子会社を統括するG7インターナショナルを設立。海外事業展開開始

2012年4月 マレーシアにオートバックス１号店を開店

10月 M&Aにより高級冷凍食品の製造・卸を行う㈱コールドファミリーを買収

12月 グループ会社の社名変更を実施

2014年1月 G-7食品システム（現　株式会社Ｇ７ジャパンフードサービス）が上野食品を吸収合併

2015年6月 株式会社テラバヤシの株式取得し、連結子会社とする。

10月 第1号店のオープンより、創業40周年を迎える

2016年6月 創業４０周年記念式典・祝賀会を開催。売上高1,039億円、経常利益32億円、407拠点。

2016年8月 Ｇ－７グループ創業者記念館完成。

2017年5月 川瀬食品株式会社、株式会社CrownTradingの株式取得し子会社化

11月 株式会社G-7オート・サービスが㈱オートプラスよりオートバックス2店舗を譲受

2018年7月 株式会社G7リテールジャパンは株式会社店舗システム・イー・シーの株式を取得し子会社化。

7

会社沿革 2011～現在

オートバックスクランセントラル店

創業40周年記念式典

創業者記念館（神戸市）
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業績推移
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G-7グループの主な事業
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主な事業

オートバックス
・

車関連事業

業務スーパー
・

こだわり食品事業

その他事業
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本 部
（フランチャイザー）

加盟店
（フランチャイジー）

㈱オートバッ
クスセブン

㈱神戸物産

フランチャイズ・ビジネスとは？

特定の経営ノウハウをもつ本部が加盟店に対し、商品やサービス、店舗設計など経営全般
のノウハウを含めた販売権を提供し、加盟店は定められた手数料を支払うというフラン
チャイズ・システムに従った小売形態をいう。フランチャイズ・チェーンの本部をフラン
チャイザー、加盟店をフランチャイジーという。 （新語時事用語辞典）

知名度

ブランド

ノウハウ

加盟金
ロイヤリティ契

約



株式会社G-7・オート・サービス

オートバックス
スーパーオートバック
ス・セコハン市場含め

66店舗

エクスプレス
（ガソリンスタンド）

7店舗

カーズ
（車買取・販売）

50加盟店舗

クリスタルセブン
（洗車・コーティング）

2店舗

BPセンター
（板金・塗装）

8拠点

オートバックス・車関連事業①

オートバックスエクスプレス カーズ車買取販売

売上高構成比：セグメントの約9割＜G-7グループの主力事業＞

オートバックス

カー用品の全国ブランド「オートバックス」の展開をメ
インに、車に関するあらゆる業態に取り組み、ドライ
バーのトータルカーライフに貢献しています。最多店舗
数のフランチャイジーです。

モータウン土山サーキット板金集中センター

クリスタルセブン
（洗車・コーティング）

話題の商品

急発進防止装置

ペダルの見張り番



株式会社G-7バイクワールド

バイクワールドの運営
12店舗

オンラインショップ
（楽天市場）の運営

車輌の販売
（バイク王とコラボ9店舗）
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オートバックス・車関連事業②

バイクワールド

自社ブランドのバイク専門店「バイクワールド」
を展開し、2輪の用品・パーツ・アクセサリー専
門店、整備などの総合サービスを提供しています。
Webショップの楽天市場店、バイク王の車両販売
とのコラボ出店を展開しております。
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オートバックス・車関連事業③

海外車関連
G7リテールマレーシア、G7タイランド、

G-7クラウントレーディング

オートバックス バイクワールド 新車・中古車の輸出業

クランセントラル店
（マレーシア・2012年オープン）

テブラウシティ店
（マレーシア・2013年オープン）

クランセントラル店
（マレーシア・2014年オープン）

テブラウシティ店
（マレーシア・2013年オープン）

バンコク・ナワミン店
（タイ・2016年オープン）

・2017年5月1日株式取得
・販売先はアジア・中東が大半
であるが、今期はアフリカに
マーケットを広げた

オートバックステブラウシティ店
バイクワールドバンコク・ナワミン店

Ｇ-7.クラウントレーディング 横浜ヤード



株式会社G-7スーパーマート

業務スーパー
139店舗

業務スーパー・こだわり食品事業①
売上高構成比：セグメントの約8割＜G-7グループの主力事業＞

食のプロから一般の方まで利用できる「業務スーパー」を
全国展開。安全で安心できるよい品をお求めやすい価格で
販売しています。食料品から割り箸・洗剤などの日用品ま
でを販売し、毎日の食卓を応援しています。



株式会社G7ジャパンフードサービス

こだわり食品事業
安心・安全・おいしい食品の卸売販売

業務スーパー・こだわり食品事業②

こだわり厳選食品館

安心・安全・お
いしい

添加物を極力使用し
ていない安全・安

心・おいしい食品を
概念に、全国各地か
ら選りすぐった商品
をご案内していま

す。

商材開発

全国各地のこだわり
食品の発掘、また、
得意先から依頼され
たメーカー・商品を
全国各地から商材開
発しています。

売場提案

メーカーのPOP、弊
社で独自に作成した
POPをご提供してい
ます。



業務スーパー・こだわり食品事業③

株式会社G-7ミートテラバヤシ

精肉事業
105店舗

食生活を支えるミートスペシャル企業を目指
す、食肉卸し・小売・加工販売事業。G-7グ
ループが運営する業務スーパ、めぐみの郷内の
テナントとして出店しています。



株式会社G7リテールジャパン

不動産事業 リユース事業
4店舗

小売事業
2店舗

健康関連事業
カーブス19店舗

ステップゴルフ3店舗

その他事業①

G-7グループの立地開
発（オートバックス、
業務スーパーなど）
や、グループの各業
態店舗およびテナン
トによる大型駐車場
付きの複合商業施設
G-7モールの企画・開
発、不動産仲介業務、
戸建て・マンション
の仲介業務、不動産
のコンサルティング
業務を行っています。

G-7モールは全国に27箇所展開しています

リユース事業として
総合リサイクル
ショップを運営して
います。ブランド品、
AV機器、生活雑貨、
家具、ファッション、
家電、など「生活に
密着した商品」を取
り扱っています。

約70,000種類の商品
を取り扱う最大規模
の100円ショップ「ダ
イソー」の展開を
行っています。
毎月500～600種類の
新製品が開発され、
店頭に並んでおり、
お客様の生活をトー
タルに応援していま
す。

女性だけの30分健康
体操教室「カーブ
ス」と定額習い放題
のゴルフ教室「ス
テップゴルフ」の展
開を行っています。
カーブスでは若い方
からご年配の方にも、
その方々に添ったお
手伝いをさせていた
だきます。



その他事業②

株式会社G7アグリジャパン

めぐみの郷事業
24店舗

兵庫県を中心に、農産物直売所「めぐみの
郷」を展開しています。めぐみの郷は、農
家の方が、丹誠込めて育てた安全安心でお
いしい野菜を直売する、まったく新しい流
通システム。従来の流通経路をカットする
ことで、消費者の方には新鮮な野菜を安価
に提供し、農家の方には安定収入ややりが
い創出など農業支援に努めています。



株式会社G7ジャパンフードサービス

飲食事業
いきなりステーキ 8店舗

七つの壷 1店舗

スイーツ事業
BAKE 2店舗

RINGO 1店舗
ZAKUZAKU 1店舗

その他事業③

いきなりステーキの
FC展開をしていま
す。いきなりステー
キではオーダーを受
けてから、カット場
にてお肉をカットす
るオーダーカットシ
ステムを導入してい
ます。キッチンで鮮
度管理された塊肉か
らオーダー量でカッ
トし、そのまま炭火
でレアに焼きあげて
いきます。

生地しっかりの
大阪風でも焼き
そば入りの広島
風でもなく、ク
セになるふわと
ろ食感と、食欲
を刺激する、お
好み焼き「七つ
の壷」を運営し
ています。

北海道で30年以上にわたって愛され続けてきた老舗洋
菓子店の人気商品、焼きたてチーズタルトを専門でご提
供しています。
「RINGO」は焼きたてカスタードアップルパイの専門
店です。店舗で焼き上げ、いつでも出来たてのアップル
パイをご提供しています。
ザクザク食感が新しいクロッカンシューを、工房一体型
の店舗で全て焼き上げてご提供しています。



株式会社G-7・オート・サービス

コインランドリー事業
マンマチャオ 5店舗

たい焼き事業

やまやたい焼き本舗 3店舗

その他事業④

オートバックスを運営する㈱G-7・オート・
サービスは2016年にコインランドリー事業に
参入しました。新たな客層を取り入れ、既存
店舗の活性化を期待して、オートバックス亀
岡店敷地内に第1号店「マンマチャオ亀岡店」
をオープンし、G-7グループが運営するG-7
モール内に5店舗展開しています

当社グループが運営する「業務スーパー」の外
に、たい焼き「やまや本舗」を3店舗展開して
います。季節に応じて、たい焼きだけでなく、
カキ氷や焼き芋等、豊富なメニューを提供して
います。
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セグメント別売上構成比（2018年度）

オートバックス・車関連

その他

業務スーパー・
こだわり食品

65％
売上高800億円
営業利益29億円

4％
売上高45億円

営業利益0.4億円

31％
売上高379億円
営業利益19億円

売上高
1,225億円

営業利益
50億円
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S ストアネットワーク
2019年8月31日現在

関東地方

155
店舗

近畿地方

146
店舗

東北地方

2
店舗

北海道地方

16
店舗

中部地方

70
店舗

中国地方

17
店舗

九州地方

7
店舗

420
店舗（計）

海外

7
店舗



24

S ストアネットワーク（内訳）

2019年8月31日現在

北海道地方 中部地方 近畿地方
「業務スーパー」 8 店舗 「良品買館」 1 店舗 「クロッカンシューザクザク」 1 店舗
「テラバヤシ」 8 店舗 「コインランドリー　マンマチャオ」 1 店舗 「たい焼き専門店やまや本舗」 3 店舗
東北地方 「ダイソー」 1 店舗 「コインランドリー　マンマチャオ」 3 店舗
「テラバヤシ」 2 店舗 近畿地方 中国地方
関東地方 「オートバックス」 37 店舗 「オートバックス」 7 店舗
「オートバックス」 12 店舗 「スーパーオートバックス」 2 店舗 「オートバックスエクスプレス」 1 店舗
「オートバックスエクスプレス」 2 店舗 「オートバックスエキスプレス」 4 店舗 「ＢＰセンター」 1 店舗
「BPセンター」 1 店舗 「オートバックスセコハン市場」 1 店舗 「メガリサイクル王国」 1 店舗
「クリスタルセブン」 1 店舗 「クリスタルセブン」 1 店舗 「ダイソー」 1 店舗
「業務スーパー」 59 店舗 「ＢＰセンター」 4 店舗 「バイクワールド」 1 店舗
「テラバヤシ」 49 店舗 「大阪スズキカーズ」 1 店舗 「テラバヤシ」 5 店舗
「バイクワールド」 3 店舗 「土山サーキット」 1 店舗 九州地方
「めぐみの郷」 2 店舗 「バイクワールド」 5 店舗 「業務スーパー」 6 店舗
「カーブス」 20 店舗 「業務スーパー」 32 店舗 「バイクワールド」 1 店舗
「ステップゴルフ」 3 店舗 「テラバヤシ」 19 店舗 マレーシア
「コインランドリー　マンマチャオ」 1 店舗 「Green‘sK」 1 店舗 「オートバックス」 2 店舗
「いきなりステーキ」 1 店舗 「良品買館」 1 店舗 「バイクワールド」 2 店舗
「BAKE」 1 店舗 「リユース王国」 1 店舗 タイ
中部地方 「めぐみの郷」 18 店舗 「バイクワールド」 1 店舗
「オートバックス」 7 店舗 「激安スーパーめぐみのさと」 1 店舗 カンボジア
「ＢＰセンター」 1 店舗 「神戸粉もん七つの壷」 1 店舗 G7オートモービル 1 店舗
「業務スーパー」 34 店舗 「いきなりステーキ」 7 店舗 台湾
「テラバヤシ」 23 店舗 「BAKE」 1 店舗 「いきなりステーキ」 1 店舗
「バイクワールド」 2 店舗 「ＲＩＮＧＯ」 1 店舗
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S ストアネットワーク（九州地方）

2019年6月30日現在

業務スーパー
新宗像店 宗像市大字石丸3丁目7-1 0940-35-7333

塚原台店 春日市塚原台1-1-3 092-583-2077

箱崎駅店 福岡市東区筥松2-32-3 092-626-2633

あけぼの店 福岡市早良区曙2丁目4-10 092-833-7715

博多せんしょう店 福岡市博多区千代3丁目19-1 092-643-7071

志免町店 糟屋郡志免町志免中央4丁目12-15 092-957-7051

バイクワールド
太宰府店 太宰府市大佐野2-4 092-922-8197
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株主還元について



27

当期は、中間配当を43.00円、期末配当を43.00円、年間86.00円を予定

配当について

円

59.38

110.51 126.66
104.59

153.95 171.76
218.73

251.12
276.62

20.00 34.00 39.00 30.00 47.00 53.00 66.00 78.00 86.00

33.7%
30.8% 30.8%

28.7%
30.5% 30.9% 30.2% 31.1% 31.1%

10.0%

20.0%
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40.0%

0.00
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2012/3 2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3

一株当たり当期純利益（円） 一株当たり配当金（円） 配当性向 予想

株価（5/31終値） 3,010円 PER（2019年度予想） 10.88倍
単元株数 100株 PBR（2019年3月末） 1.87倍
時価総額（5/31現在） 401億円 配当利回り（2019年度予想） 2.86％

株価指標
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上場来最高値 2019年06月06日 3,270円

上場来最安値 2008年10月28日 326円

株価推移（2010年1月～2019年6月）
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中長期の成長戦略について
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売上高（億円）

経常利益（億円）

中期事業計画～業績の推移

実 績 中期経営計画

5ヵ年計画

創業40周年

創業45周年
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2020年(創業45周年時）
売上高1,700億円

経常利益70億円に挑戦

オートバックス
事 業

G-7･オート･サービス
545億円

G7アグリジャパン
８０億円

G7インターナショナル
４５億円

G-7 スーパーマート
７５０億円

業 務 ス ー パ ー
事 業

アグリ事業
海外事業

バイクワールド事業

G7リテールジャパン
２０億円

G-7 バイクワールド
５０億円不動産デベロップ・

リテール事業食品製造・加工・
卸販売入/・飲食事業

G7ジャパンフードサービス
８５億円

G-7ミートテラバヤシ
125億円

精肉事業

中期経営計画～業績目標
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中期事業計画～７つの具体的戦略

•グループ内の意思統一を図るため、企業間の人・物・金のコ
ラボを強化し、成長させます。命令系統の統一を図り、一人
一人の評価基準を明確にして、人間力を高めます組織力と人間力の強化

•国内外で新規・新業態を開発・推進してまいります新規事業、新業態開発の
成長戦略室の新設

•世代交代を見据えて開講した役員・経営者養成講座にて、創
業者・現役員また外部講師を招いて、経営の知識を身につけ
てもらい、グループの将来を担える人材を養成します。

創業者塾・ＮＣ（ネクスト
キャビネット）養成塾を開講

•国内外のＭ＆Ａ、資本業務提携、ファーストステージ企業へ
の出資に取り組みますＭ＆Ａの推進

•年間30～40店舗出店できるよう、密な市場調査と投資効率を
考慮した出店に取り組みます立地開発の強化

•東南アジアからの人材確保。現地学校法人と契約し、学生を
技能実習生として受け入れを進めます

•既存事業の拡大に努めます

アジア・アセアン地域に
おける海外事業の強化

•シニア層（60～80歳）の採用を強化し、人材不足による労働
力の確保の工夫を、働き方改革と共に取り組んでいく人材の確保



33

長期ビジョン

創業１００周年時（2076年）
売上高 7,000億円 経常利益 300億円
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スポーツ支援について
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スポーツ支援（ゴルフ・野球）

地元兵庫県にゆかりのある
選手を含め、５名のプロゴ
ルファーを応援しています。

株式会社G-7ホールディングスは、地域貢献活動の一環としてスポーツ
チームや選手を支援しています。スポーツの支援を通じて、地域に根ざ
した企業として、更なる地域社会とのつながり、関係の強化に努めてま
いりたいと考えております。

大谷 奈知代

ささき しょうこ
東 浩子

吉田 弓美子
淺井 咲希

2018年4月軟式野球部「G7 BLUE REDS 
KOBE」が発足し、全日本軟式野球連盟兵庫支
部神戸軟式野球協会に加盟いたしました。
G-7グループに所属する有志社員が集い、監督
には元大リーグ選手の 氏を招聘。軟
式野球より社会人野球への所属を目指します。
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スポーツ支援（カーレース・サッカー）

Netz Cup
Vitz Race

J1リーグに加盟する「ヴィッセル神戸」とスポ
ンサー契約して、7年目になります。兵庫県加古
川市で開催される「G-7モールフェスティバル
NEW土山」には、マスコットのモーヴィも毎年
参加してくれています。

２０１９年より、女子サッカークラブ
「ＩＮＡＣ神戸レオネッサ」とスポン
サー契約いたしました。

モータースポーツ「ＡＲＴＡ」プロジェ
クトに参加し、G-7・オート・サービス
社員「大西 隆生」がドライバーとして、
レースに参戦しています
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ご参考
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株式会社G-7ホールディングス
純粋持株会社

株式会社G-7・オート・サービス

株式会社G-7 スーパーマート

株式会社G7リテールジャパン

株式会社G-7 バイクワールド

株式会社G7 アグリジャパン

グループ会社一覧

オートバックス

業務スーパー

リテール、リユース、
不動産

バイクワールド
（バイク用品）

食品卸・製造、飲食

めぐみの郷
（農産物直売所）

株式会社G7ジャパンフードサービス

株式会社G-7ミートテラバヤシ 精肉事業

株式会社店舗システムイー・シー

G7タイワン
（台湾）

G-7. CrownTradiing
（日本）

G7 (CAMBODIA) CO., LTD.
（カンボジア）

G7 (THAILAND) CO., LTD.
（タイ）

新車・中古車輸出

飲食業

ピンウーリン農場
（イチゴ栽培）

バイクワールド

オートバックス
バイクワールド

車関連事業

G7 RETAIL MALAYSIA SDN. BHD.
（マレーシア）

CM G-7 AGRI MYANMAR CO, LTD.
（ミャンマー）

店舗内装、設備工事
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2020年3月期第1四半期連結業績と通期予想

（単位：百万円）

オートバックス・車関連事業と業務スーパー・こだわり食品事業の両輪がけん引

19年3月期
1Ｑ

20年3月期
1Ｑ

前年同期比
増減率

20年3月期
通期予想 進捗率

売上高 29,189 31,205 6.9％ 140,000 22.3％

営業利益 926 1,264 36.5％ 5,300 23.8％

経常利益 937 1,334 42.4％ 5,500 24.2％

親会社株主に帰属する
四半期純利益 591 839 41.9％ 3,350 25.0％
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オートバックス・車関連
38％

業務スーパー・こだわり食品
59％

Q1セグメント別の業績

「オートバックス」「業務スーパー」は過去最高利益を更新

売上高 増減 対前年前期
増減率

営業
利益・損失 増減 対前年前期

増減率

オートバックス・
車関連事業 8,685 +332 4.0% 297 +204 218.9％

業務スーパー・
こだわり食品事業 21,347 +1,619 8.2% 929 +144 18.3％

その他 1,173 +65 5.9% 2 ▲7 ▲70.8％

（単位：百万円）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

019年3月期
オートバックス・車関連

27.8％
業務スーパー・こだわり食品

68.4％

そ
の

他
3.8％

■セグメント別 売上高構成比



小売全体の
順位

社　名
売上高

（百万円）
経常利益

（百万円）
1位 イオン 8,518,215 215,117
2位 セブン＆アイ・ホールディングス 6,791,215 406,523
3位 ファーストリテーリング 2,130,060 242,678

53位 神戸物産（連結） 267,175 15,831
73位 オートバックスセブン（連結） 213,840 8,203
91位 イエローハット（連結） 139,200 10,986

99位 Ｇ－７ホールディングス（連結） 122,502 5,019
175位 Ｇ－７スーパーマート 64,052 2,526

185位 オーシャンシステム（連結） 57,355 1099

242位 アイエーグループ 38,324 1461

261位 Ｇ－７･オート･サービス 32,540 2,004
470位 バッファロー 8,780 476
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業界でのポジション～小売業ランキング

（2019年6月26日掲載 日経ＭＪ小売業売上ランキングより）

調査方法：小売業を営む店舗を持つ企業1534社が対象。総売上高が上位500位以内の企業をランキング。
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お問合せ

株式会社Ｇ－７ホールディングス
IR担当 井手 かおる

ＴＥＬ：０７８－７９７－７７７７
E-mail kaoru.ide@g-7holdings.co.jp

本資料に記載された意見や予測などは、資料作成時での弊社の判断であり、その情報の正確性を
保証するものではありません。
様々な要因の変化により、実際の業績や結果とは大きく異なる可能性があることをご承知おき下さい。
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